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新規就農者（自営） Ｕターン ３

（ ）氏 名 鈴木 芳和さん ３４才

家族構成 両親、祖母、妻、子ども（長男８才、次男

６才、三男４才、長女３才）

市 町 村 喜多方市

ホームページ

就農形態 Ｕターン

１ 経営の概要
(1) 主な営農部門と規模 ：水稲（父）３２０ａ、アイスプラント（西洋野菜 （父）２０ａ、）

チェリートマト（本人）２０ａ

(2) 労 働 力 ：本人、父（６０代)、母（６０代 、臨時雇用）

(3) 販売方法 ：米、チェリートマト：ＪＡ出荷、アイスプラント：契約販売

(4) 営農上の特記事項 ：チェリートマト、米は減農薬、減化学肥料栽培。

アイスプラントは有機栽培。

２ プロフィール
・昭和５０年 旧耶麻郡塩川町生まれ

・平成５年 工業高等学校卒業

・会社勤務をする傍ら農業を手伝う

・平成２０年４月 就農

３ 就農の動機
親の代まで先祖代々守ってきた農地を守っていく為と、すべての基本なる食料生産に携わっ

ていきたいと思ったから。

４ 就農時の取り組み
( ）就農を決意した理由1

自分の子どもたちに、農業という職業に就いていることを自信を持って話して聞かせたかっ

た。今後も代々農地を守っていけるように努力していきたい。

( ) 就農するまでの経過と年数2
本格的に就農したのは平成２０年であるが、それ以前から両親に手ほどきを受けながら、手

伝っていた。

( ) 技術の習得方法3
両親の指導の下習得。

県、市などが開催する研修などには積極的に参加している。

( ) 過去の農業従事経験4
自宅での経験がある。

( ) 農地の確保方法5

( ) 資金の確保方法6
ア 自己資金総額 万円
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イ 借り入れ

万円

( ) 住宅の確保方法7

( ) 地域とのつきあい・所属団体など8
ア 消防団 農地・水・環境保全向上対策事業

イ あいさつを欠かさず行なう。

( ) 生活を支えた補助的収入9
近所の建設会社でのアルバイト（不定期）

( )その他（努力を要したことなど）10

５ 国・県・市町村等の受け入れ支援措置の活用
(1) 利用した支援制度：新規就農定着促進事業

(2) 役に立った支援 ：チェリートマト部会新人研修

６ 就農しての感想
(1) 良かったと思うことなど

すべてにおいて物事を大きくとらえられるようになったと思う。経営面では、細かいところ

まで気配りする必要もあるので、トータルバランスのとり方が重要と感じる。

(2) 苦労したことなど

苦労は特にはないが、課題が多すぎるので少しずつ解決していきたい。

有機栽培を目指しているが、施肥量との兼ね合いに難しさを感じる。

７ 今後の目標・方針
すべての部門において、目標生産量に達していないので数量的にまず達成したい。

完全有機栽培と省力化を少しずつ進めていきたい。

８ 新規就農を目指す人へのアドバイス
いろいろな支援制度を上手に活用し無理のない経営からスタートして、長く農業を続けて

もらいたい。




